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川辺和弘新理事長挨拶 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
む
け
、
政
治
決
戦
の
年
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
さ
わ
し
い
活
動
を
取
り
組
も
う
！ 

自
公
維
新
の
悪
政
打
破
！

新事務局長 

あいさつ 

                                            

 
 
 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
安
倍
自
公
政
権
と

維
新
の
党
の
協
力
の
も

と
で
、
労
働
法

制
・
入
管
法
等
、

多
く
の
悪
法
が
強

行
採
決
を
さ
れ
ま

し
た
。
国
民
の
声

を
踏
み
に
じ
り
、

議
会
制
民
主
主
義

を
踏
み
に
じ
る
暴

挙
と
言
え
ま
す
。 

 
 

知
事
選
に
示
さ
れ
た
沖 

 
 

縄
県
民
の
民
意
を
無

視
し
辺
野
古
の
土
砂
搬

入
の
強
行
、
憲
法
違
反

の
軍
事
費
増
大
・
自
衛

隊
の
軍
備
強
化
や
海
外

派
遣
、
対
米
追
随
・
戦

前
の
軍
事
国
家
の
復
活

を
狙
う
も
の
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
原
発

再
稼
働
の
促
進
も
国
際

世
界
の
流
れ
に
逆
行
す

る
も
の
で
あ
り
、
い
ま

だ
、
復
興
の
道
す
ら
た

た
な
い
、「
福
島
原
発
」

の
教
訓
と
反
省
が
ま
っ

た
く
な
い
と
い
え
ま
す
。 

 

唯
一
の
被
爆
国
と
し

て
、
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
へ
賛
同
し
な
い
政

治
姿
勢
に
も
国
際
的
に

厳
し
い
批
判
が
あ
り
ま

す
。 

 

今
年
は
、
一
斉
地
方 

選
挙
・
参
議
院
選
挙
の

年
で
あ
り
、
悪
政
の
流 

れ
を
変
え
る
政
治
戦
の
年
で
す
。 

 

平
和
を
守
り
、
憲
法
を
守
り
い 

か
す
た
た
か
い
が
正
念
場
と
な
り 

ま
す
。
政
治
の
流
れ
を
変
え
、
被 

爆
国
日
本
の
責
務
を
果
た
す
政
治 

と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

大
阪
的
に
は
、
大
阪
府
知
事
・ 

大
阪
市
長
選
挙
の
年
で
も
あ
り
ま 

す
。
カ
ジ
ノ
・
住
民
投
票
を
許
さ 

な
い
運
動
と
と
も
に
、
維
新
政
治 

と
の
決
着
を
つ
け
る
年
と
な
り
ま 

す
。 

 

原
水
協
独
自
の
取
り
組
み
を 

各
々
の
団
体
・
地
域
か
ら
大
き
く 

前
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
市
民
と 

の
共
同
の
取
り
組
み
を
大
き
く
前 

進
さ
せ
改
革
の
年
と
な
る
よ
う
に 

奮
闘
す
る
決
意
を
新
た
に
し
、
新 

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

（
２
０
１
９
年
新
春 

 

新
理
事
長
川
辺
和
弘 

前
大
阪
労
連
議
長
・
現
顧
問
） 

 

第
５
６
回
定
期
総
会
で
就
任
し

ま
し
た
新
事
務
局
長
の
続
昌
司
氏

の
就
任

に
あ
た

っ
て
の

決
意
の

メ
ッ
セ

ー
ジ
を

紹
介
し

ま
す
。 

   

           

核
兵
器
禁
止
条
約
は
核
兵
器
の

保
有
、
使
用
禁
止
は
も
ち
ろ
ん
、

「
威
嚇
」
ま
で
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
発
効
ま
で
に
は
５
０
カ
国
の

批
准
が
必
要
で
す
が
、
す
で
に
批

准
国
は
１
９
カ
国
。
昨
年
の
国
連

総
会
で
「
で
き
る
だ
け
早
く
署

名
・
批
准
」
を
呼
び
か
け
る
決
議

が
１
２
６
カ
国
の
賛
成
で
あ
が
り
、

核
保
有
国
の
圧
力
を
跳
ね
返
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
日
本
政
府
は「
反
対
」 

の
姿
勢
を
示
し
、
各
国
か
ら
批
判

の
声
が
上
が
る
の
も
当
然
で
す
。 

「
核
兵
器
は
絶
対
悪
」
の
烙
印

が
押
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
、
こ 

れ
は
長
き
に
わ
た
る
原
水
協
運
動

の
成
果
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
「
核
兵
器
廃
絶
国 

際
署
名
」
の
ご
協
力
を
お
願
い
す 

る
も
の
で
す
。 

             

弱
冠
６
２
歳
で
す
の
で
、
国
民

平
和
行
進
の
基
幹
コ
ー
ス
２
０
０

キ
ロ
を
歩
く
こ
と
を
決
意
し
、
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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土砂投入強行に対し怒りをもって抗議する 
 辺野古米軍新基地建設のための土砂投入強行の暴挙に対し満身の怒りをこめて抗議するとともに、基地建

設中止を強く要請する。無法な土砂投入は、沖縄県だけの問題ではなく、日本の民主主義と法治国家を守る

問題であり断じて容認できない。安倍首相が「沖縄の皆さんの心に寄り添う」というのであれば、辺野古米

軍基地新建設反対を公約に掲げた玉城デニー知事と話し合うべきである。アメリカ政府は沖縄駐留海兵隊の

グアム移転に取り組むなど戦略の見直しを進めている今こそ、核兵器を含めた軍事の「抑止力」の考え方を

改め、日本政府は、アメリカ政府と基地削減の交渉を行わなければならない。 

 日本政府に対し核兵器禁止条約の署名・批准を求める私たちは定期総会の総意を持って、辺野古への土砂

投入を直ちに中止すること。沖縄県知事と辺野古米軍新基地中止を前提とした話し合いを強く求める。私た

ちは、米軍新基地建設反対でたたかう沖縄県民に連帯し、運動をすすめることを表明するものである。  

▲就任あいさつする続昌司事務局長 



2019 年 1 月 6 日       原水協通信（大阪版） 第８９９号付録 

 

 

ヒバクシャ国際署名 

（1２月２０日現在） 

５１万５８８０筆 

 

財
政
上
の
ト
ラ
ブ
ル
で
延
期
に 

な
っ
て
い
ま
し
た
大
阪
原
水
協
第 

５
６
回
定
期
総
会
が
、
１
２
月
１ 

５
日
、
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
ま 

し
た
。
冒
頭
、
理
事
長
あ
い
さ
つ

で
岩
田
幸
雄
理
事
長
は
、
加
盟
組

織
に
お
詫
び
と
感
謝
を
伝
え
、
そ

の
よ
う
な
困
難
な
な
か
で
も
運
動

の
発
展
に
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
御
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
組
織
上
の
改
善
を
総
括 

し
た
組
織
・
財
政
委
員
会
か
ら
規

約
改
正
の
提
案
を
う
け
、
参
加
者

全
員
の
承
認
を
え
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
一
年
半
の
経
過
報
告

と
２
０
１
９
年
度
の
方
針
を
提
案

を
し
ま
し
た
。 

 

そ
れ
を
う
け
て
各
加
盟
組
織
か

ら
積
極
的
な
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し

た
。こ
こ
に
簡
略
に
紹
介
し
ま
す
。 

〈
大
阪
平
和
委
・
鈴
木
氏
〉 

沖
縄
で
の
闘
い
に
積
極
的
に
参

加
。
全
国
の
仲
間
が
明
日
の
自
分

の
地
元
の
闘
い
と
位
置
付
け
て
結

集
し
て
闘
い
に
参
加
し
て
き
た
こ

と
の
意
義
を
強
調
。
大
阪
で
の
維

新
と
の
闘
い
に
奮
闘
す
る
。 

 
 

    
 

 

〈
新
婦
人
・
中
川
氏
〉 

 

「
二
つ
の
署
名
」
を
取
り
組
む

中
で
会
員
が
変
化
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ

国
際
署
名
は
２
０
２
０
年
ま
で
に

目
標
２
５
万
、
現
在
は
１
２
万
８

４
３
５
筆
に
到
達
。
私
た
ち
の
申

し
出
活
動
で
自
治
体
の
意
見
書
が

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。「
美
と
平
和

の
運
動
」
を
通
し
て
新
し
い
会
員

が
元
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

学
習
と
発
信
を
重
視
し
て
府
下
に 

新
婦
人
の
イ
メ
ー
ジ
チ
ラ
シ
２
５

０
万
枚
配
布
し
て
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。 

 

 
 

 〈
西
淀
川
・
矢
野
氏
〉 

西
淀
病
院
正
門
か
ら
５
０
０
個

の
風
船
を
と
ば
し
た
一
つ
が
静

岡
・
浜
松
の
届
き
、
そ
の
返
信
が

届
い
て
感
動
。
毎
年
、
世
界
大
会

に
は
青
年
を
中
心
に
４
０
名
近
く

派
遣
。
昨
年
の
世
界
大
会
で
は
同

じ
宿
舎
で
韓
国
の
青
年
と
の
交
流

が
も
た
れ
、
有
意
義
な
世
界
大
会

参
加
と
な
っ
た
。
参
加
し
た
青
年

が
日
常
普
段
の
平
和
活
動
に
ど
う

参
加
し
て
も
ら
う
か
が
課
題
で
す
。 

 
 

    
 

 〈
大
教
組
・
三
宅
氏
〉 

 

教
員
の
多
忙
化
に
よ
っ
て
日
常

の
活
動
が
困
難
に
。
夏
休
み
を
利

用
し
て
世
界
大
会
へ
は
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
募
金
活
動
を

中
心
に
４
０
～
５
０
名
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
参
加
し
た

青
年
の
多
く
が
、
各
単
組
の
役
員

に
な
っ
て
い
ま
す
。
「
教
え
子
を

再
び
戦
場
に
送
ら
な
い
」
の
不
滅

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
今
、
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
維
新
型
政
治
を

打
ち
破
り
、
平
和
教
育
の
実
践
を

強
め
て
い
き
ま
す
。 

〈
日
本
共
産
党
・
正
垣
氏
〉 

    
 

大
阪
原
水
協
の
果
た
す
役
割
は

近
畿
だ
け
で
は
な
く
中
国
地
方
で

も
耳
に
し
ま
す
。
現
在
の
安
倍
政

権
の
暴
挙
は
そ
の
強
さ
の
表
れ
で

は
な
く
、
国
民
に
説
明
で
き
な
い

状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
結
果
の
あ

ら
わ
れ
で
す
。
そ
の
安
倍
政
権
に

協
力
す
る
維
新
は
、
「
万
博
と
カ

ジ
ノ
は
別
」
と
言
い
て
い
た
以
前

の
姿
勢
が
、
万
博
が
決
定
し
た
途

端
、「
万
博
と
カ
ジ
ノ
」は
一
体
の

も
の
論
が
浮
上
。
沖
縄
で
の
闘
い

の
教
訓
「
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」

の
大
切
さ
が
今
、
大
阪
で
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
動
き

で
あ
る
核
兵
器
禁
止
条
約
の
確
実

な
前
進
に
確
信
を
も
っ
て
、
「
市

民
と
野
党
の
本
気
の
共
闘
を
も
と

め
」
て
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。 

  
   

  
 

  

〈
大
商
連
・
福
井
氏
〉 

 

今
、
政
治
家
の
姿
勢
に
も
と
め 

る
の
は
「
歴
史
認
識
の
大
切
さ
」 

で
す
。
広
島
・
長
崎
・
ビ
キ
ニ
と 

三
度
被
爆
し
た
日
本
で
、
原
爆 

が
必
要
な
ど
と
発
言
す
る
橋
下
徹 

元
府
知
事
。
読
売
の
世
論
調
査
に 

よ
る
と
、
松
井
・
吉
村
支
持
が
５ 

０
％
を
越
え
て
い
ま
す
。
万
博
賛 

成
６
０
％
で
す
が
カ
ジ
ノ
反
対
も 

６
０
％
で
す
。
維
新
政
治
を
な
ん 

と
し
て
も
打
破
し
ま
し
ょ
う
。 

    〈
被
爆
者
・
山
川
氏
〉 

 

対
決
ば
か
り
し
て
い
る
米
ロ
が
、 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
共
同
し
て
絶 

対
反
対
す
る
と
い
う
状
況
。
被
爆 

者
の
高
齢
化
は
深
刻
、
被
爆
者
組 

織
が
消
滅
し
て
い
ま
す
。
可
能
で 

あ
れ
ば
、
被
爆
者
支
援
の
一
つ
と 

し
て
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
被
爆 

者
に
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
手 

立
て
を
と
っ
て
ほ
し
い
。
２
０
２ 

０
年
は
、
被
爆
７
５
年
目
の
節
目 

で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
目
を
奪 

わ
れ
な
い
闘
い
を
お
願
い
し
た
い
。 

被
爆
者
も
命
あ
る
限
り
頑
張
っ
て 

い
き
ま
す
。 

〈
う
た
ご
え
・
立
川
氏
〉 

 

１
２
・
１
の
つ
ど
い
な
ど
原
水 

協
の
活
動
と
「
う
た
ご
え
」
と
が 

一
緒
に
な
っ
て
行
動
で
き
た
こ
と 

を
う
れ
し
く
思
い
い
ま
す
。「
う 

た
の
力
」
を
評
価
し
て
い
た
だ
い 

て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
取
り
組
み 

の
際
、「
う
た
ご
え
」
に
声
を
か
け 

て
く
だ
さ
い
。 

「
う
た
ご
え
は
平
和
と
と
も
に
」 

  
    

 
 総

会
は
、
大
商
連
の
増
田
孝
博

副
会
長
の
議
長
の
も
と
、
２
０
１

９
年
度
の
活
動
方
針
、
予
算
案
、

会
計
監
査
と
新
役
員
の
提
案
が
あ

り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
ア
ピ
ー
ル
と
沖
縄
土
砂

埋
め
た
て
の
暴
挙
の
抗
議
文
（
１

面
記
事
）
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

理
事
長
に
は
川
辺
和
宏
氏

（
新
・ 

大
阪
労
連
顧
問
）、副
理
事
長
に
は

山
川
美
英
氏
（
寝
屋
川
市
原
爆
被

害
者
の
会
会
長
）
、
穐
久
英
明
氏

（
医
師
）、
高
木
孝
裕
氏
（
大
阪
宗

平
協
代
表
委
員
）
の
三
名
、
事
務

局
長
に
続
昌
司
氏
（
新
・
元
大
阪

労
連
副
議
長
）、事
務
局
次
長
に
三

宅
良
夫
氏
（
新
・
大
教
組
副
委
員

長
）
で
す
。
顧
問
に
は
引
き
続
き

篠
浦
一
朗
氏
、
新
た
に
岩
田
幸
雄

氏
の
二
人
、
会
計
監
査
は
福
井
朗

氏
（
大
商
連
）、
中
島
昌
明
氏
（
大

阪
労
連
）
の
二
人
で
す
。 

 

引
退
す
る
役
員
を
代
表
し
て
岩

田
幸
雄
氏
が
、
御
礼
、
お
詫
び
、

お
願
い
の
三
つ
の
「
オ
」
と
し
て

最
後
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
日
本
共
産
党
か
ら
祝
電

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

              ▲退任のあいさつをされる岩田幸雄氏 

告知版 

☆2019 年関西原水協学校 

 日時：1 月 26 日～27 日 
 場所：かんぽの宿富田林 
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